
令和５年度「ちばっ子の学び変革」推進事業（「学力・学習状況」検証事業）研究

状況報告書 

市川市立下貝塚中学校 

 

１ 学校紹介 

市川市立下貝塚中学校は、昭和５４年に開校し、今年４４年目を迎えた。市の北東部に位置する丘陵

地帯と平地からなり、周辺には梨畑が点在している。５６６名の生徒たちは「笑顔かがやく学校」を合

言葉に、日々明るい生活を送っている。 

 

２ 研究主題 

思いや考えを明確に伝える国語科の学習指導 

 

３ 研究の概要 

（１）生徒の実態と課題 

令和５年度全国学力・学習状況調査では「考えの形成」に大きな課題が見られた。「文章を読んで理解

したことなどを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりすることができるかどうかをみ

る」問題で、全国平均正答率を大きく下回った。この問題は「読むこと」の指導事項に関する問題であ

るが、本校全体の実態から、読んで考えたことを文章に書いてまとめることが苦手な生徒が多くいるこ

とが現状である。また、自分の知識や経験と結び付ける書き方がわからない生徒もいる。 

 

（２）学力向上のための取組 

ア 「考えの形成」を促す指導の実践 

読んで考えたことを知識や経験と結び付けるには、「共感したり疑問をもったり自分の考えと対比した

りすること」を行う必要がある。 

 授業の中では、初めに自分の考えをもたせ、その後に３人から４人のグループで共有する。自分の考

えと友達の考えを比較し、共通点や相違点を見出しながら考えの広がりや深まりが生まれることを目指

した。また、考えを書き始めるときや、考えをまとめるときの語例を提示し、選びながら書けるように

した。 

 

イ 「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」に沿った検証授業の実践 

・単 元 名：「ＳＤＧｓ 新たな発見を報告しよう」－Shimokaizuka Discovery Groups－  

・展開学年：２学年 

・学 習 材：伝え合う言葉 中学国語２「持続可能な未来を創るために」／「レポートの書き方」 

・単元計画：（全８時間扱い） 

学習過程を計画するにあたり、「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」の①見いだ

す、②自分で取り組む、③広げ深める、④まとめあげる の４つの過程を意識して作成した。 

①見いだす の過程では、教師が作成した見本を示し、どのような活動を行うのか理解させる。図書

資料やインターネットの情報を活用しながら自分で課題を設定する学習であること、同じ目標からテー

マを決めた友達と交流することで、自分の考えを広げたり深めたりする学習であることを確認する。そ

して、どのようにしたら見本のようなレポートが作れるかを考えさせる。 

（別添） 



②自分で取り組む の過程では、学校図書館で図書資料を使いながら何を調べるかを決めさせる。生

徒は各自でインターネットや図書資料を使って調べ、ノートや情報カードにまとめていく。学校司書の

協力を得て、どのような配架になっているかの確認や、目次や索引の見方、出典の書き方の指導をする。 

③広げ深める の過程では、生徒が調べたことを報告する形式のレポートを書く。調べて分かったこ

とに加え、自分の考えや、友達と交流することで広がった考えをまとめさせる。 

④まとめあげる の過程では、完成したレポートを読んで感想を伝え合い、自分のレポートのよい点

や改善点を見いださせる。最後に身に付いた力について振り返らせる。特に指導事項として設定した「題

材の設定（書くこと）」、「考えの形成（読むこと）」や「情報の整理の仕方」について、身に付けた力を

生徒が自覚し、今後に生かすことができるようにさせる。 

 

ウ 実態を踏まえた「学習のてびき」の作成（知識・技能／思考・判断・表現の育成） 

生徒の実態を受けて、テーマの決め方や、情報の集め方の指導に際し、てびきを作成する。テーマに

ついては「なぜ…か」、「どのように…か」などの言葉を用いるようにさせること、調べることのでき

るテーマであること、複数の資料に当たる必要のあるテーマであることなどを再度確認させるようにし

た。 

情報の集め方については、可能なものは複数の情報に当たって比較すること、情報カード（図１）を

使って整理することを指導した。情報カードは出典の示し方の際にも役立てる。複数の資料の比較につ

いては、図書資料同士の情報を比較させるとともに、もっと知りたいことについてインターネットの情

報も加えて、比較をさせたい。 

 

 

 

 

エ 学習の記録（主体的に学習に取り組む態度）の工夫 

 主体的に学習に取り組む態度は、粘り強い取組を行おうとする側面と、自らの学習を調整しようとす

る側面をもつことを受けて、これらを意識的に取り組ませるための学習の記録の在り方を検討した。見

通しをもつ段階、学びを調整する段階、学習を振り返る段階で、個人の学習状況を記入させる。本単元

全体のめあてや、この段階で何を書いてほしいかを示すことで、生徒自身も的確に学習を振り返ること

ができ、教師も「粘り強い取組や学習を調整する態度」を見ることができると考える。（図２） 

 

図１ 情報カード（Ａ６用紙） 

 



 

（３）加配教員の活用  

・授業中における生徒への学習支援 

・個々のつまずきに対する指導・助言 

・２か所（教室・学校図書館）展開におけ 

る指導・支援 

 

４ 成果 

ア 「考えの形成」を促す指導により、 

生徒それぞれが考えをもつことがで    

きた。 

・事前に考えをまとめさせてから、交流を   

させることで生徒は考えを広げること  

ができた。 

 

 

・黒板にどのように考えたらよいか、考え方の観点は何かを示した（図３）ことも有効であった。 

 

 

図２ 学習の記録（Ａ４用紙） 

考察１ではどのようにプラスチック「ゴ

ミ」を減らすか、と考えていたけれど、

人の意見を聞いてみると、最終的にプラ

スチック自体を減らす取組もよいので

はないかと考えた。（生徒Ａまとめ） 

考察１では、日本の水道水が安全な理由

（日本のことだけ）しか考えられなかっ

たけど、考察２では、世界全体のこと、

世界の問題点を視野に入れて考えられ

た。（生徒Ｂまとめ） 

図３ 本時の板書（教室）７／８時間目 



イ 「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」 

に沿った検証授業の実践により、生徒の主体的な学びを   

引き出すことができた。 

・学習計画の掲示（図４）も行い、生徒が見通しをもって学習 

に取り組めた。 

・興味のあるテーマから各自レポートを作成し、関心をもって 

学ぶことができた。 

 

ウ 実態を踏まえた「学習のてびき」の作成により、生徒  

全員が活動に取り組むことができた。 

・テーマの決め方、テーマの例を入れることで、全員がテーマ  

を決めて作業を進めることができた。 

・情報の集め方、情報カードの書き方を指導することで（図 

５）、生徒は取捨選択をしながら必要な情報を得ることがで  

きた。 

 

 

 

 

エ 学習の記録（図２）を工夫したことにより、生徒の学習状況が把握でき、必要な支援、指導をする

ことができた。 

・教師が励ましの言葉や、質問の答えを書くことにより、生徒それぞれの学習状況を把握することがで

きた。つまずいている生徒には、個別に声をかけて支援することもできた。 

・生徒の主体的な学びを促すことができた。 

 

５ 今後の課題 

〇生徒が考えを広げることはできていたが、深めるところまでは至らなかった。考えを深める指導につ

いて、検討を重ねたい。 

〇自分の考えをもってから、少人数で話し合う活動を、今後も様々な教科領域で展開させたい。 

〇国語科におけるＩＣＴの指導の在り方、効果的な取り入れ方を検証していく。 

〇生徒の実態と教師のねらいを合わせた、よりよいてびきの在り方についてさらに工夫をしていく。 

図４ 学習計画の提示 

図５ 本時の板書（学校図書館）５／８時間目 


